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１．（文・理）△ABCを角Aが60°である鋭角3角形とする。△ABCの内部にあってPA≦PB , PA≦PCを

同時に満たす点Pの全体がつくる領域をGとする。△ABCの面積が領域Gの面積の3倍であるとき、△

ABCはどのような3角形か。 

 

２． （文・理）2つの数列{an} , {bn}の一般項をそれぞれ 

an = 2 n , bn = 3n + 2 ( n = 1 , 2 , …) 

とする。{an}の項のうち{bn}の項でもあるものを小さいものから順に並べて得られる数列を 

{cn} ( n = 1 , 2 , …)とする。 

(1) {cn}の初項から第5項までを書け。 

(2) {cn}は等比数列であることを証明せよ。 

 

３．（理）行列𝐴 = (
𝑎 𝑏
𝑐 𝑑

)が定める1次変換(
𝑥′
𝑦′

) = (
𝑎 𝑏
𝑐 𝑑

) (
𝑥
𝑦)によって点𝑃( 𝑥 ,  𝑦 )が点𝑃′( 𝑥′ ,  𝑦′ )にう

つるとき、𝑃の位置にかかわらず、等式𝑥2 − 𝑦2 = (𝑥′)2 − (𝑦′)2が成立するものとする。この𝐴が𝐴2 =

(
1 0
0 1

)を満たすために必要で十分な条件は𝑏 + 𝑐 = 0であることを証明せよ。  

 

４．（理）𝑓(𝑥) = 𝑥 sin 𝑥とおく。𝑛を自然数とし、𝐼𝑛は区間[ 𝑛𝜋 , (𝑛 + 1)𝜋 ]を表すとする。 

(1) 区間𝐼𝑛において|𝑓(𝑥)|を最大にする𝑥の値を𝑛𝜋 + 𝑎𝑛（0 ≦ 𝑎𝑛 ≦ 𝜋）とするとき lim
𝑛→∞

𝑎𝑛 =
𝜋

2
を証明せ

よ。 

(2) 𝑥が区間𝐼𝑛を動くときの関数𝑦 = 𝑓(𝑥)のグラフを𝐶𝑛とし、𝐶𝑛と𝑥軸が囲む図形の面積を𝑆𝑛、𝑥軸上の区

間𝐼𝑛を1辺として𝐶𝑛を含む最小の長方形の面積を𝑇𝑛とする。 lim
𝑛→∞

𝑆𝑛

𝑇𝑛
を求めよ。 

 

５．（理）1から𝑛までの整数のどれか1つをカードに書いて、数1を書いたカードを1枚、2を書いたカー

ドを2枚、以下同様に𝑛を書いたカードを𝑛枚作り、これらを箱の中に入れる。箱の中をよくまぜてから1

枚のカードを取り出し、それに書いてある数を𝑋とする。（このとき𝑋は確率変数と考えられる。） 

(1) 𝑘を𝑛以下の正の整数とするとき、𝑋 = 𝑘となる確率を𝑛と𝑘を用いて表せ。 

(2) 𝑋の期待値（平均値，または平均ともいう）を𝑛を用いて表せ． 

(3) 𝑛 ≧ 2とする。さらにもう1枚のカードを取り出し、それに書いてある数を𝑌とする。𝑋と𝑌の少なく

とも一方が𝑛である確率を求めよ。  

 

 

 



６．（文・理）2 つの曲線{
𝑦 = 𝑎𝑥3 − 2𝑥 ⋯ ⋯  ①

𝑦 = 𝑏𝑥3 + 𝑥 + 2 ⋯  ②
 がある 1 点を通り、その点における接線は同一の直線 l

である。ただし b > 0とする。曲線①と直線 lが囲む図形の面積は、曲線②と lが囲む図形の 2倍に等し

い。このとき aと bの値を求めよ。 

 


